























































































6 － 8 歳で理解するとされているが，山岸・森川 （1995） 
は，“目に見える機能 （呼吸・成長） については 6 － 7
歳で 9 割以上の子どもが理解しているが，目に見えな
い機能 （痛覚・感情） についての理解は同年齢で 4 割










“6 － 7 歳では生き返れないという回答が 9 割以上であ
る” とし，山岸・森川 （1995） は，“5 － 6 歳での理解
は 9 割であるが，その後低下している” と報告してい
る。また，仲村 （1994） の研究では，死の概念が理解
























これらを踏まえて考えると， （1） 死の 「客観的な性



















て，Wenestam & Wass （1978） がある。彼らは，アメリ






























飛躍的に向上するとされ，1 歳半から 2 歳半にかけて
の短い線や点がたたきつけられるように描かれるなぐ
り描き期，2 歳半から 5 歳にかけては，手首の調整が
可能となり，円，四角形，三角形，十字架などが描け




















感覚−運動期 前操作期 具体的操作期 形式的操作期
















































































































メージを描画で調査した研究がないため， （2） Wenestam 





達理論に基づき， 3 － 11 歳の幼児および児童を対象と
し，前操作期にあたる 3 － 5 歳，具体的操作期への移
行段階である 6 － 8 歳，形式的操作期への移行段階で
ある 9 － 11 歳の 3 群に分けて検討していくこととする。
方 　 　 法
調査協力者　3 － 11 歳の幼児・児童を対象として，
①研究者の知人に個人的に依頼し，研究者が調査を実
施，②本大学教員の知人に依頼し，幼児・児童の保護
者が調査を実施するという 2 つの方法で，24 名の幼児・
児童に調査を実施した。対象となる子どもは，3 歳 5 ヶ
月から 11歳 9か月，平均年齢は 84.71ヶ月 （7歳 0ヶ月） 
で、SD ＝ 29.60 月 （2 歳 5 ヶ月） であった。
調査期間　2013 年 8 月から 10 月





































3 歳 5 ヶ月から 11 歳 9 ヶ月の子ども 24 名のうち，
「死」 についての描画が行えなかった 2 名と，「死」 に
ついて描きたくなかった 1 名を除く 21 名 （そのうち 4
名は 2 枚描画） の 25 枚の描画を分析対象とした。




分け，さらにカテゴリー B を死者が描かれるもの （B1） 
と描かれないもの （B2） に分けた。同様に，C も，火
事，自動車事故，ヘビによる咬傷によって人が殺され
るもの （C1） と，銃撃，死傷事件，戦争といった暴力行











ボル』 （3 枚），『死の原因』 （8 枚），『死後の世界』 （2 枚），
『情緒』 （1 枚），『分類不可』 （3 枚） の 6 つのカテゴリー
が抽出された。その際，心理学教員と本研究筆者の間











では，5 名の子ども （うち，3 名が 2 枚描画） の 8 枚の
絵がこのカテゴリーに分類された。カテゴリー内の平
均年齢 4 歳 8 ヶ月 （56 ヶ月，SD ＝ 12.40 ヶ月），男児
3 名，女児 2 名であった。以下に『可視の死』のカテ
ゴリーに分類された描画を示す。
表 2　描画のカテゴリー














図 1　3 歳 6 ヶ月　女　せみとせみの家
道にせみの死骸が落ちているのを見て 「せみ死んでるわ」 と
話していたとのこと。




図 3　5 歳 2 ヶ月　女　カブトムシや魚の死骸
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Wenestam & Wass （1978） では， “カテゴリー A：反復








て『可視の死』とした。また，Wenestam & Wass （1978） 
は，死の概念についての理解の不足は明白であるとさ






図 8　5 歳 8 ヶ月　男　人が死んで救急車で運ばれたところ
図 4　5 歳 2 ヶ月　女　おじいさんの遺体
図 5　5 歳 9 ヵ月　男　ザリガニの死骸
図 6　5 歳 9 ヵ月　男　魚の死骸
図 7　5 歳 8 ヶ月　男　死んだおじいさんと死んだ犬
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の子どもの描画がこのカテゴリーに分類された。カ
テゴリー内の平均年齢は 9 歳 9 ヶ月 （117 ヶ月，SD ＝
10.14 ヶ月），男児 2 名，女児 1 名であった。以下に『文
化的・宗教的慣習およびシンボル』のカテゴリーに分
類された描画を示す。





















ル数が少ないことにより，C1 と C2 に分けず，死の原
因が描かれたものとして分類した。その結果，7 名の
子ども （うち，1 名は 2 枚描画） の 8 枚の絵がこのカ
テゴリーに分類された。カテゴリー内の平均年齢が 7
歳 6 ヶ月 （90 ヶ月，SD ＝ 29.28 ヶ月），男児 5 名，女
児 2 名であった。以下に『死の原因』のカテゴリーに
分類された描画を示す。
図 9　9 歳 2 ヶ月　男　棺の周りに花が咲き、まわりにピン
ク色の飾り
図 12　9 歳 4 ヶ月　男　原爆が落とされたところ
図 10　9 歳 3 ヶ月　男　お墓
図 11　11 歳 0 ヶ月　女　十字架，お墓，雷，しおれた花と赤・
緑・青・黄・黒でなぐり描き
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図 13　9 歳 4 ヶ月　男　人が刺されたところ
図 14　9 歳 3 ヶ月　男　人が撃たれたところ
図 15　6 歳 5 ヶ月　女　お侍さんが刀ふって、死んだ人
図 16　6 歳 11 ヶ月　男　ナイフで刺されている人、車とおま
わりさんと僕
図 17　6 歳 2 ヶ月　男　ナイフで刺されたところ
図 18　11 歳 4 ヶ月　男　首を吊って刺されているところ






ることが考えられる。Wenestam & Wass （1978） の研
究では，外的要因による死を “事故によって引き起こ




























現の描画を分類した。その結果，8 歳 9 ヶ月の女児 1
名の描画をこのカテゴリーに分類した。以下に『情緒』
のカテゴリーに分類された描画を示す。
図 19　6 歳 2 ヶ月　女　鉄砲撃った人と死んだ人 図 20　5 歳 9 ヵ月　男　人とゾウ
描画後に，「死んだら動物になる」 と話している
図 21　11 歳 9 ヵ月　男　人が天国に行く時の情景
両手を伸ばし死後の世界への旅立ちの場面
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行った 8 歳 9 ヶ月女児 1 名を “描かなかった” とし、
図 26 に示す。 “描けなかった” 2 名は描画自体を行
わなかった。平均年齢は 6 歳 5 ヶ月 （77 ヶ月，SD ＝
17.50 ヶ月），3 名とも女児であった。
図 22　8 歳 9 ヶ月　女　男の子が泣いているところ
図 23　5 歳 2 ヶ月　女　お泊まり保育の絵




図 25　4 歳 5 ヶ月　女　文字
「死んじゃう」 と書いたとのこと
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Wenestam & Wass （1978） は， “死の性質” といったカ
テゴリーに分類しているが，本研究ではこのカテゴリー
に該当する描画はみられなかった。その理由として，






齢群に分けて分析を行った。第 1 年齢群 （3 － 5 歳） 
は男児 3 名，女児 7 名の計 10 名であり，平均年齢は
4 歳 8 ヶ月 （56.7 ヶ月），SD ＝ 10.70 ヶ月であった。
同様に，第 2 年齢群 （6 － 8 歳） は男児 2 名，女児 5
名の計 7 名であり，平均年齢は 8 歳 0 ヶ月 （96.1 ヶ月），
SD ＝ 15.26 ヶ月，第 3 年齢群 （9 － 11 歳） は男児 6
名，女児 1 名の計 7 名であり，平均年齢は 11 歳 4 ヶ
月 （136.3 ヶ月）, SD ＝ 3.68 ヶ月であった。


















た （χ2  （6） ＝ 11.33，n.s.）。死別体験の有無，入院・
病気の経験の有無も同様に各カテゴリーの度数分布
に差があるかを確認する為にχ2 検定を行ったが，そ
れぞれ有意な結果は得られなかった （χ2  （6） ＝ 3.37，
n.s.）， （χ2  （6） ＝ 10.67，n.s.）。






リーに分類された 8 枚の描画はすべて第 1 年齢群 （3
－ 5 歳） の子どもが描いたものであり，χ2 検定にお
いて有意であった。そのため，第 1 年齢群 （3 － 5 歳） 
の子どもはこのカテゴリーに該当する描画を描くとい
うことができる。また，このカテゴリーに該当する
描画を描いた子どもの平均年齢は 4 歳 8 ヵ月 （SD ＝
12.40 ヵ月） であった。Wenestam & Wass （1978） でも， 
“カテゴリー A：反復的” に該当する描画を描いた子
どもの平均年齢は 5.83 歳 （SD ＝ 1.25 歳） であり，一
致する結果となっていると考える。
















当する描画を描いた子どもの平均年齢は 9 歳 9 ヵ月 
（SD ＝ 10.14 ヵ月） であった。Wenestam & Wass （1978） 
の研究では，シンボルとともに遺体を描いているも
の （B1） と遺体を描かないもの （B2） とに分けて分類
しており，B2 の平均年齢は 12.13 歳 （SD ＝ 3.67 歳），








は，第 2 年齢群 （6 － 8 歳） と第 3 年齢群 （9 － 11 歳） 








する描画を描いた子どもの平均年齢は 7 歳 9 ヵ月 （SD




枚の絵は，第 1 年齢群 （3 － 5 歳） と第 3 年齢群 （9 －
11 歳） の子どもが描いたものであったが，統計的に
有意ではなかった。また，このカテゴリーに該当する
描画を描いた子どもの平均年齢は 8 歳 9 ヵ月 （SD ＝
36.00 ヵ月） であった。
Wenestam & Wass （1978） の研究では，この死後の世
界観についてはキリスト教的な概念がより反映したも
のとなっており，平均 11.90 歳 （SD ＝ 3.75 歳） の子ど
もがこのカテゴリーに該当する描画を行っている。本





に分類された 1 枚の描画は，第 2 年齢群 （6 － 8 歳） 
の 8 歳 9 ヶ月の女児 1 名の描いた描画であり，統計的
には有意ではなかった。Wenestam & Wass （1978） の研







の子どもが描いた 3 枚の描画が該当し，χ2 検定で有
意であった。
この描画を描いた子どもの平均年齢は 4 歳 4 ヶ月 
（52.0 ヶ月，SD ＝ 6.98 歳） であり、各カテゴリーの平












カテゴリーへの分類後， “描かなかった” と “描けな
かった” の項目を加え，各カテゴリーの平均年齢と











































下，所要時間） を測定し、平均値と SD を算出した。
その結果，描画全体での①平均時間は 32.6 秒 （SD ＝






























描画中の反応について，「難しい」  「わからない」 
といった反応がみられた。「わからない」 と反応した
子どもの平均年齢は 5 歳 10 か月 （70.8 ヶ月，SD ＝
22.24 ヶ月）、「難しい」 と反応した子どもの平均年齢
は 8 歳 1 ヵ月 （97.2 ヶ月，SD ＝ 34.97 ヶ月） であった。
独立 2 群の t 検定を行った結果，有意な結果は得られ






































た。さらに、第 1 年齢群の『死の原因』と第 3 年齢群
の『可視の死』は予想より少なかった。これらの結果
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